
1A16 新産業としての 構想、 

0 桜井孝幸 ( ジ ー テック ) 

日本の経済政策に 環境と調和した 循環型経済社会をめざす 新経済ビジョンが 盛 

り込まれた。 歴史的な大きな 転換であ り従来の経済構造を 見直しながら 新しい シ 

ステムを確立することになる。 このシステムは、 既存の処理システムを 否定する 

のではなく、 それの不備不完全を 補完し、 より効果的に 問題の解決につながり、 

社会的に認知される 事業を構想している。 

現在廃自動車の 解体事業者は、 零細事業者が 多く、 技術的に規制に 対応するの 

が 困難になりつつあ り、 経営的にも解体費用の 低迷、 処分費の高騰、 不安定な古 

鉄価格等により 多くの事業者は 隔路を感じている。 有価物を取り 終えた 積 置きさ 

れた廃車の山、 後継者も無く 廃業を口にする 多くの解体事業者、 問題解決の為 、 

当社は永年調査研究を 行って来た。 

その調査研究の 成果から新事業として 会社を設立、 東京都から創造法の 認定、 

神奈川異業種での 循環系産業開発研究会の 設立、 山形県最上広域での 実証プラン 

ト 構想の提案、 かずさに於ける 地域資源リサイクル 研究会を行いバループ 企業の 

事業拡大、 地域に於ける 新規事業の創出と 雇用をつくり 地域経済の役割を 構想し 

ている。 

当社が主として 提案した研究と 構想 

● オールマテリアルサイクルプラント 構想             1@ 992 

● 自動車と家電の 製品再製マテリアル 回収総合プラント             1@ 9 94 
● 地域と一体化したプラント 構想…… 1 995 

● 最上広域に於けるリサイクル 総合プラント 構想             1@ 99 6 

● 自動車流通に 於ける保証金 ( デポジット ) 制度…… 1 996 

● 「新たな再資源システムの 為に」             l Q Q 7 

● ゼロエミッション 社会を目指す ( 資源循環型社会 )             1@ 9 9 7 

● 循環経済研究 ( 意義と構築 )             1@ 99 8 N ● P 0 参加での循環経済社会システムの 提案 1 998 

● 環境リサイクルに 於けるデポジット 制度の意義             1@ 999 

一 167 一 



]. 情報システムの 構想 
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2. 環境・地域と 共用したリサイクルプラント 構想 
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3. 地域解決型 ( 広域型 ) の自動車解体エ 町の提案 

1 . 地域解決型の 自動車解体工場の 目的、 理念 

1 ) 発生地域による 責任処分 

日本に於ける 廃車となる自動車の 台数は年間約 4 5 0 万台と言われているが、 この為の解 

体工場を特定の 県 又は 特定の地域に 集中配置する 事なく基本的に 発生した地域で 責任をも 

って処理し、 例えば東京の 廃車を東北地方の 解体工場で処理するものではない。 一つの県 

を 3 ～ 4 の広域地域に 分け、 それぞれに解体工場を 置く。 ここで発生する 廃車は、 どこか 

の 知らない会社が 作り出す産業廃棄物と 異なり、 地域住民一人一人が 窓 意 的に生み出した 

ものであ るので、 発生地域で処理するのが 当然のことであ る。 

2 ) 地域の雇用拡大 

現有の解体事業者の 人材の雇用を 確保する事はもとより、 従来は無造作に 無回収のまま シ 

ュ レダーダストとして 廃棄されていた 部品も解体分別することによる 作業量の増加、 又他 

地域に送り出して 依存していた 解体作業を、 地域内で処理することによる 作業量の増加、 

等により地域の 雇用拡大を図る。 

3 ) 環境、 地域との共生、 調和 

解体工場は今でも 日本全国に必ずしも 環境、 地域と共生、 調和しているとは 言えない状況 

で 存在して い るものが多いが、 これを自動車製造工場と 同等のイメージのものとし、 解体 

工場が設置される 地域の環境、 住民の生活環境を 損なうものであ ってはならず、 社会的に 

認知されたものでなければならない。 

4) 将来にわたって 受け入れられる 解体工場 

将来の技術開発を 想定しこれに 充分対応できる 工場とし、 現在の解体工程にのみ 立脚した 

ものではない。 

2 . 本 解体工場の形態と 運営 

1) 前述のように 氷解体工場は 環境、 地域との調和、 共生を図り自動車製造工場と 同等のイメー 

ジのものであ り、 又 広域地域にまたがるものであ る 為 、 その建設には 多大の設備投資が 必要 

であ る。 ス 運営においても、 充分な管理が 必要であ ることから地域公社の 貸工場方式を 採用 

し、 経営は間接指導をコンサルタント 会社により行い、 生産性の向上、 サービスの向上を 計 り 、 責任のあ る会社をつくることが 必要であ る 

2) 多大の設備投資で 出来た近代的な 工場であ っても管理運営しだいでは 全く初期の目的をはた 

せないことになりかれないので、 本工場の経営は 協同組合化し、 情報公開が可能なオープン 

な 体質にする。 ここで働く従業員 は 現在解体業に 従事する人達を 前提とする。 当社はこの工 

場 ヘ ソフト、 ハードの両面で 公示された適性な 利益で技術指導するものであ る。 

3 ) 解体工場の立地条件 

解体される車が 自走、 又は被積載で 多数集積すること、 及び解体された 部品、 材料、 最終処 

理品の搬出を 考えると、 又、 その地域の住民の 理解を容易に 得るためにもその 広域地域内の 

工業団地が望ましい。 
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4. 廃車のリサイクル 手順 
Ⅱ坤軸 型一 Ⅰ 

中古車販売店 
@  点検．整備 

輸出業者 

一 エアバックの 処理 

一 フロンの抜き 取り、 回収 フロン回収業者 フロン処理 

バッテリ一の 取外し バッテリ一処理業 侃， "" 

を 本解体工場の 工程とするが 
下流工程の作業についても 

可能な限り拡大する。 

  
タイア、 ホイール、 ハ ・ランスウエイト 取外し   タイア回収業者 

アルミ回収業者 

ヒ 鉛 中古タイア販売業者 回収業者 

米 油脂類は混合するとその 後で分別 
精製するのに 多大のコストがかか 
り結果的に不法投棄される 恐れが 

ガ刀ン 再生業者 あ るので徹底した 分別収集が必要 

ガソリンの抜き 取り、 回収 であ る。 
内部にて利用 

油脂類抜き取り エンジンオイル、 ミッションオイル、 自動変速機才 イル 。 """""" Ⅰ 再生 油 
フレーキ 液 ， LLC 、 ウォッシャー 液 抜き取り、 回収 米 サーマルリサイクル 

ユニット部品の 取外し エンジン、 トランスミッション エンジン、 トランスミ ツ ション アルミ回収業者 

トランスアクスル、 フロントアクスル、 リアアクスル 、 等 トランスアクスル、 リアアウスル 分解洗浄 鉄鋼、 鋳物回収業者 

中古部品販売業者 

バンパー、 プラスチック 外板 廃棄プラスチック 回収業者 材料メーカー マテリアルリサイクル 
フラ燃料タンクの 取外し 夫 

中古部品販売業者 
                                                一一サーマルリサイクル 

テ フラスチックについては 同一材料で回収出来ればマテリアル 
リサイクルが 可能になりつつあ るので、 シュレッダ ー ダスト 焼却、 溶融処理 焼却灰 ( 埋立て ) 

とし埋立て処理されるⅠを 減らすべく、 叉焼却処理される 且 
溶融スラ シ   

を 減らすべく可能な 限り解体分別する。 ( 土木建設資材 ) 

インストパネル、 トリム類、 マット類 材料メーカー マテリアルリサイクル 
一 ライニンバ類、 シート等の取覚し 夫 

油 化、 ガス化 一 マルリサイクル 

RDR 化メーカー 

焼却、 溶融処理 

一銅 回収業者 
  

鉛 回収業者 
( 土木建設資材 ) 

一 廃棄プラスチック 回収業者 ( 上記の廃棄プラスチックの 処理に準ず ) 

一 貴金属含有部品の 取外し 

触媒、 コンピューター 

マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
 

  

畦 。 ""   。     。 。 。   。 

ボ デープレス シュレッダー 業者 ボデ ー 破砕、 分別 
シュレッダ ー ダスト 焼却 浴融 スラ シ     

溶融処理 ( 土木建設資材 ) 
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5. コンサルタント 会社の役割構想 

インターネ、 ソト 

チータベース 
( 株 ) ジ ー テック 実証プラント 

システム 

    
    

      
    

      
    地域支社 地域支社 
      

    
  
  
  
  
  
    

  

      
            

  
        

  
            

            

  
        

  
                  ●設備・装置の 捧ンテナンス 

  

  
  

  
  

  
                  ●処理技術の 評価 ( チェック )       

                
  

      ●基準技術 仕棒 喜の提供 
  

  
  

  
  

  
        :  ●技術コンサ ノレ テーション   

  
  

  
        

        :  ●事業運営コンサルテーション       
    
  

  

  
        :  ●基礎調査の 実施   

  
  

  
        

              ●情報の提供         
  

  

  
                  ●マテリアル 市 傷の維持・開発       

                

  
          

  
          

      
    

    

  

[ 主な役割 ] 

● 資源リサイクルフラントの 設備・装置のメンテナンス 業務 
● 基礎技術の応用化 

● 革新的リサイクル 技術の実証評価 
● 基準技術仕様手の 作成 
● リサイクルプラントのチェック・ 指導 
● リサイクル関連技術情報の 収集・整理・ 分析・加工 

● 基礎調査の実施 
● 情報の提供 
● リサイクルマテリアル 市場の維持，開発 

m 株 ) ジ ー テッ ウコ の基本的な役割は、 この資源リサイクルシステムが 良好に機能するために 
総合的に指導・ 支援する車であ る。 
従って、 技術的な指導や 情報提供とともに、 「リサイクル・プラント」の 経済性の側面での 支援 

として、 マテリアル市場の 安定を目的とした「マテリアル 取引市場」へのコミットメントも 行ってゆく。 
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6. ( 株 ) ジ ー テックの 組俺 体制 

代表取締役 

社 長 

プラント 
総務・経理部 総合メンテナ 脩報 開発 

ウ業部 技術開発部 
ンス 吾卜   

  

コンサルティ 

  
都道府県 都道府県 都道府県 都道府県 

営業所 営業所 営業所 営業所 
実証プラント 

後 述 

循環経済社会を 創造する新産業として 位置 ず けする前記のシステムは、 かなら 

ずしも自由経済 下に 於ける事業としては 単独的であ り法的に問題視される 恐れ 

があ るが、 地球環境や地域環境に 配慮し 、 多くの企業の 参加に高齢者の 雇用と 

消費者の利益を 生じさせる事業として 評価され、 御理解頂けるものとして 発表 

することに致します。 
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